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▲前の列の左から4番目が高橋さんです

高
橋
門
吉
さ
ん
（
宮
中
）

　
昭
和
二
十
八
年
に
町
村
合
併
促
進
法
が
公
布
さ
れ
零

貝
野
村
は
、
田
沢
・
倉
俣
村
に
合
併
す
る
か
水
沢
村
雷

に
合
併
す
る
か
で
大
さ
わ
ぎ
と
な
り
、
分
村
に
反
対
瞬

す
る
デ
モ
も
起
っ
た
。
昭
和
三
十
年
一
月
二
十
一
日
雷

村
議
会
で
安
養
寺
姿
を
分
村
す
る
形
で
、
田
沢
、
綜

倉
俣
村
に
合
併
す
る
こ
と
が
議
決
さ
れ
た
。
し
か
し
宰

そ
の
倹
財
産
分
配
等
で
問
題
が
起
り
、
第
面
目
購

の
三
村
合
併
促
進
協
議
会
に
、
貝
野
村
と
し
て
出
席
穣

で
き
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
、
わ
た
し
を
中
心
と
す
る
串

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
串

南
部
の
村
議
会
議
員
十
一
名
は
、
そ
の
席
に
特
別
に
寒

出
席
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
「
貝
野
村
の
六
～
七
割
が
宰

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
蹄

近
い
将
来
必
ず
、
田
沢
．
倉
俣
村
に
合
併
す
る
こ
と
宰

を
条
件
に
二
村
の
合
併
を
し
て
ほ
し
い
已
と
願
う
。
穣

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
寒

倉
俣
村
は
、
貝
野
村
が
合
併
す
る
こ
と
を
条
件
と
し
嬢

て
い
た
が
、
当
時
の
倉
俣
村
長
の
英
断
で
二
村
合
併
零

が
昭
和
三
十
年
三
月
に
行
わ
れ
た
。
そ
の
後
諸
々
の
密

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＊

問
題
を
解
決
し
、
三
十
一
年
九
月
安
養
寺
、
姿
を
分
穣

村
し
、
中
里
村
に
合
併
し
た
．
こ
の
写
真
は
、
貝
野
購

村
の
閉
村
記
念
に
撮
っ
た
も
の
で
す
。
　
　
　
　
　
壌

串宰穣零霊雷象

勢
懸
懸
砦
砦
軸
弾
興
弾
砦
懸
弾
勢
懸
軸
軸
盤
弾
魯
砦
軸
聾
熱
磐
弾
砦
軸
軸
軸
興
軸
盤
懸
軸
鱒
軸
懸
魯
魯

9月11日～10月10日

融恋さん
　　　　　　保健衛生の
忘れ怠いで　お知らせ

翁
旨

　　　　　　　　　　　　 §η　β’　　よ「」　〉〆

■三種混合第1期（2回目）S5柳～5格31生
9月蜘14：・・一15：3・／齢㌣f一／田沢地区●高道山

　　ン乙　　　　　　　　地厘．箔！＼

9月細14：。0～15：30／副ンター／倉f批区・貝野地

　　　’ア　　　　　　　　区・清津峡地区・土倉・倉下

’誉糖13：3。～14、。。／上村病院

’贈鑓12：3。～13：。。／上村病院／産褥と赤ちゃんの｛呆育

■鷺（説6碧謡簾と〆．

■1歳6か月児検診（S5覧10，1～S58。4．1生）
　ラ　　ロコ
　←月20日　13：00～14：00／保健センター
　　　　　　　　マ　　　　　ワ
■3歳児検診（S56．4．2～5＆．9。30生）

　10月ぢ日　13＝00～14：00／保健センター

■糖尿麟診淫、，ノ
　9月葺日・9月1倉日／保健セ≧ター
　　　　　　　　　　　　　ウ■5歳児検診（S54．10．1～S55。4。1生）

　10月珍日　13：00～14：00／保健センター

　　　1》

12
　　（水）

村民体カテスト（清津峡地区、清津峡小体育館19：30～21：30）

13
　　（木）

乳児検診（右参照）
村民体カテスH高道山地区、高道山小体育館19：30～21：30）

14
　　（金）

心配ごと相談旧（老人福祉センター13：00～16：00）

村民体カテスト（貝野地区、貝野中体育館19：30～21：30）

⑮鋼罐
休日救急医（至誠堂医院曾52－3276）

老人福祉大会（田沢中体育館10：00～）

⑯欝
休日救急医（第2藤巻医院曾68－2018）

1フ
　　（月）

倉俣地区村民教養講座（きのこの話・倉俣生活改善センター
20：00～22：00）糖尿病検診（右参照）

19
　　（水）

家庭教育講座（よりよい高校生活のために、総合センター
19：30～21：00）糖尿病検診（右参照）

20
　　（木）

農家相談室（貝野多目的集会センター19100～21：00）

1歳6か月児検診（右参照）

21
　　働

心配ごと相談日（老人福祉センター13100～16：00）

妊婦母親掌級（右参照）

．⑳鋤
休日救急医（十日町山口医院曾52－2174）

⑳i鞠
休日救急医（富田医院費52－3269）

25
　　㈹

田沢地区村民教養講座（きのこの話、総合センター20：00～
22：00〉

26　　（水〉

高齢者講座（高齢者と婦人の交流、レクリェーション、総合

センター9：30～）

27　　（木）
3種混合第1期（右参照）

28
　　㈹

心配ごと行政相談日（老人福祉センター13：00～16：00）

3種混合第1期（右参照）

⑳繭、
休日救急医（中条病院曾57－3018〉

1　（月）

交通事故移動相談所（十日町市役所10：00～15：00）

共同募金

5　團
心配ごと相談日（老人福祉センター13：00～16：00）

3歳児検診（右参照）

⑦㈱
休日救急医（上村病院曾63－2111）

⑩㈱
村民健康マラソンジョギング大会（田沢小中グランド9：00～

）休日救急医（下条山口医院魯55－2003）

※変更する場合があります。御用の際は担当課で確認を。

奎
用
の
堤
紙

　
上
山
集
落
の
子
ど
も
み
こ
し

の
模
様
で
す
。
ワ
ッ
シ
ョ
イ
、

ワ
ッ
シ
ョ
イ
、
威
勢
よ
く
み
こ

し
が
上
下
し
ま
す
。
ハ
ッ
ピ
姿

も
ピ
タ
リ
と
き
ま
っ
て
子
ど
も

た
ち
は
祭
り
の
楽
し
さ
を
満
喫

し
て
い
ま
し
た
。

制
竈
筥
困

　
今
年
に
入
り
す
で
に
十
二
件

の
交
通
事
故
が
発
生
し
て
い
ま

す
。
そ
の
原
因
は
、
歩
行
者
の

道
路
へ
の
飛
び
出
し
や
、
運
転

車
の
前
方
不
注
意
な
ど
が
主
な

も
の
で
す
。
交
通
事
故
は
他
人

事
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ハ
ン
ド

ル
を
握
っ
た
ら
、
心
に
余
裕
を

も
っ
て
運
転
を
し
ま
し
ょ
う
。

▼
村
で
は
、
総
合
開
発
計
画
の

実
施
計
画
が
で
き
あ
が
り
ま
し

た
。
こ
の
計
画
は
、
今
年
度
を

含
め
た
三
力
年
の
計
画
で
す
。

み
ん
な
で
こ
の
計
画
を
生
か
し

実
現
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

シ
i
ト
ベ
ル
ト
・
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
着
用
し
よ
う
μ
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他
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の
1
9
そ
（

青少年　　　村民
会館　　　　プール
（13％〉　（脳）

村民会館（5％）

野球場（5％）

4
…
中
里
村
に
と
っ
て
一
番

Q
…
必
要
と
思
わ
れ
る
施
設

　　職）・

羅．
　　　　　麟麟
　　　　　犠灘饗

繍驚欝

3
…
中
里
村
の
将
来
像
は

Q
㎜
ど
ん
な
も
の
で
す
か
。

その他
（18％）

住み
たくない
（24％〉

　
殉
む
⑳
住
（

住みたい
（29％）

2
…
二
れ
か
ら
も
中
里
村
に

Q
…
住
み
た
い
と
思
い
ま
す
か

やや
イ主み1こくし、

（42％）

住みやすい
（29％）

まあ

住みやすい
（29％）

一環藩㌶一一一へくハ””＾響凹霧ど竺｝》、～》“～～“｝y一“『『”…“一“’口’1

毒脚惣鍛鈴木民毒嬢燦蕪
i①愚1三麟鷹融①蕪1騨灘晦lll鞭欝雛

議慈藝鶴二擬1灘雛lll書熱要鞍
1か．　　　　　1っと若い人が楽しめる場所になればし、i④料理やお茶など習いものができる場l
l④体育館等の施設を作る前に・スポー1し・と思います・　　1所がほしい・また・ヰ寸民力レも必要1
くツ活動や文化活動を盛り上げる運動を1④体育施設・アイスリンク・プール・1だと思し’ます・　　　l

lしてほしいと思　　　譲蒲ぎこ獅響に利用でミ　　　　1
る一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一を一一一一一一へ♂一一一一一一一一一一一一…一一》一へ〈’牽へ・”〉～への｝へ＾一v一一＾’0〉〉一（一’へ0、0’1

購南雲畷繕滝沢博議織外山鷹
1①い雲難講灘蛎①除纏瑠繍套鰹①し享騰器離魏i
l　交通確保をより充実させてほしい。　1②若い人が集まる所がないし、十日町1　思います。　　　　　　　1

1してほしし、．　　　　1所や体育館がほしいと思います・　く③農業と観光を結びつけた開発と・戟
1④若い人たちが気軽に使用できる体育l　　　　　　l然を生かした観光開発が良いと思います・l

l館や・若者セン矧脚がほしし㌔l　　　　l④レ饗霧藻灘獣
l　　　　　　　l　　　　　　　lほしい．　　　　　1ど　　　　　　　　　　　　　　　　　　1　　　　　　　　　　　　　　　　　　～　，（り），〔，）『（9）一（，），（．）9（一、．，一9），一，）酔一一v齢一，），一，）．一，），一．）。一，v一一』一齢一一一・～・一…一⊇
え，（，）一（，），（一），（，），一，）9（～，一，）一，）1（，），（』）9（．）．（．）・（9－9（・）・（・一・（・一・（・）の・）9－9）・一μ一）・（・）・（・）・（・）・（・）・（・）・（・一●〔9）’（●）’（●）。（●）8〔o）9（o）’（’）’〔’）’（’）’（一）一（’〉’（。）’〔内。（’）

　
慮
汎

　
　
　
7
診
勿
巳
臣

1
…
中
里
村
を
住
み
や
す
い

Q
…
と
思
い
ま
す
か
。

　　）一一㌧ゼ・＿・「㌧臼〔り一リリー・∩・「・・一辱・、一ド’〔㌧’〔㌧’（’）’へ’）’（㌧’〔り、〕一（ξ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　太島活行さん1
　　　　　　　　　　　　　　　　　　騨　　　　　　　　　　　　　　（芋沢）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ　　　　　　　　　　　　　　　　　　〔　　　　　　　　　　　　　　　　　　o　　　　　　　　　　　　　　　　　　、　　　　　　　　　　　　　　　　　　’　　　　　　　　　　　　　　　　　　，　　　　　　　　　　　　　　　　　　r　　　　　　　　　　　　　　　　　　、　　　　　　　　　　　　　　　　　　■　　　　　　　　　　　　　　　　　　’　　　　　　　　　　　　　　　　　　－　　　　　　　　　　　　　　　　　　，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ　　①四季を通じ自然の恵みが多く、冬の1

　　豪雪を除けば交通の便もさほど悪くな　二

　　　く住みよいと思います。

　　②俺は中里で生まれ育った。これから1

　　　も中里村に住むし中里村を良くしてい　1

　　　きたいと思います・　　　　　　　　1
　　③レジャー施設の建設、道路の拡張、
　　　駐車場の確保、資金を投入し人を集め　1

　　　ることが必要だと思います。

　　④スケート場。多くの人が集まり、商1

　　　店街はもちろん中里村の振興に役立つ　i

　　　と思います。

㊤　　　　　　　　　藤田里美さんi　　　　　　　　　　　　　　　　　　■　　　　　　　　　　　　　　（清田山）

　　①とても静かで住みやすいけど冬眠
　　　閤の交通が不便ですね。雪は好きだけ　：

　　　ど暮らすのは大変です。　　　　　　　1

　　②チャンスがあれば都会に出たいけど1

　　　たぷんこの辺に住むことになると思い1

　　　ます。

《③清田山に自然運動公園ができまし想
　　　が、これからはこうした自然を生かし　ち

　　　た観光開発が良いと思います。　　　　1

　　④若者同志が集まれる場がないので、1
　　　青少年ホームみたい軸のが必要だと1

　　　思います・　　　　　　　1

の

●
◎∂

夕
3

成人式を迎えた人たちに中里

村の住みごこちなどをインタ

ビューしてみました。

　　一インタビュー事項一

　　①中里村の住みごこち

　　　　②これからも中里村に

　　　　　住みたいか
　　　　　　③村の振興を図るためには

　　　　　　　　④いま一番必要な

　　　　　　　　　　　　　　施設は

　　　　●◎

つ

　
昭
和
五
十
九
年
度
中
里
村
成
人
式
が
八
月
十
六
日

総
合
セ
ン
タ
ー
で
開
か
れ
、
八
十
九
人
の
新
成
人
が

出
席
し
ま
し
た
。
今
年
は
、
都
会
に
出
て
い
る
人
た

ち
が
出
席
し
や
す
い
よ
う
に
と
お
盆
の
十
六
日
に
開

催
さ
れ
、
い
つ
も
の
年
よ
り
三
十
人
く
ら
い
多
く
の

新
成
人
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。
総
合
セ
ン
タ
ー
の

玄
関
で
は
、
中
学
校
卒
業
以
来
の
再
会
や
何
年
ぷ
り

か
の
再
会
に
「
久
し
ぷ
り
」
「
元
気
」
「
美
人
に
な
っ
て
」

な
ど
あ
ち
こ
ち
で
肩
を
た
た
き
あ
っ
た
り
握
手
を
し

再
会
を
喜
ぷ
光
景
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

　
噸噸嘉

響
、
羅f騰蟹

製
粛
醤

　
・
」

雛
鑛
ゼ
態

　
　
　
．
　
感

騰
蘂
。
恥
　
　
浜
に

轟
　
螂

1
℃
、
Q
o
I



へ
、
q
o
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5
…
中
里
村
を
振
興
さ
せ
る

Q
…
た
め
に
は
ど
ん
な
施
策
を

の
備
）

欄
義
交
　
（

「　観光開発
　　（18％）

＼体育館など貧欝／
企業誘致
（27％）

嵯
』
銘
轟
輪
癖

　
　
　
轟
無
体
の
六
割
麟

　
村
内
に
住
所
を
有
す
る
新
成
人
五
十
二

人
に
中
里
村
の
住
み
ご
こ
ち
等
に
つ
い
て

ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
て
み
ま
し
た
。

　
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
か
ら
見
ま
す
と
約
六

割
の
新
成
人
が
中
里
村
を
住
み
や
す
い
と

感
じ
て
い
る
よ
う
で
す
。
あ
と
の
四
割
の

人
た
ち
は
、
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
の
中
で
も
言

わ
れ
て
い
る
よ
う
に
「
豪
雪
」
が
一
番
住

み
た
く
な
い
原
因
と
な
っ
て
い
る
よ
う
で

す
。
　
中
里
村
の
将
来
像
に
つ
い
て
は
、
約
六

割
の
新
成
人
が
「
農
業
と
観
光
を
調
和
さ

せ
た
村
」
と
答
え
て
い
ま
す
。
ほ
と
ん
ど

の
若
い
人
た
ち
が
自
然
を
生
か
し
た
観
光

開
発
を
望
ん
で
い
る
よ
う
で
す
σ

　
い
ま
、
一
番
必
要
な
施
設
に
つ
い
て
は

今
年
の
猛
暑
も
手
伝
っ
て
か
村
民
プ
ー
ル

と
い
う
意
見
が
全
体
の
三
割
を
占
め
て
い

ま
す
。
総
じ
て
言
え
る
こ
と
は
、
若
者
が

気
軽
に
利
用
で
き
る
施
設
が
ほ
し
い
と
い

う
こ
と
が
言
え
る
と
思
い
ま
す
。

メ　・㍉　o

瑠．村山畿

　①都会に比べると自然に囲まれていて

　　よいと思いますが、雪が多く降りすぎ

　　るのでよくないと思います。

②
、，麟嚇黙茎筋禦
　　ぷん住むと思います。

　③　国道353号線を早期に改良し、冬場

　　の交通を確保すること。また、都会か

　　ら若者が∪ターンできるような企業誘

　　致を進めること。

　④ナイター設備を完備した総合グラウ

　　ンドがほしいと思います。

　
新
成
人
の
皆
さ
ん
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
衷
心
よ
り

ご
祝
詞
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
今
後
は
社
会
の
一
員
と
し
て
自
分
自
身
で
選
ん
だ
道
を
自

分
自
身
の
力
で
歩
み
続
け
る
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
現
在
の

社
会
情
勢
か
ら
見
て
な
か
な
か
険
し
い
道
程
に
な
る
こ
と
と

愚
考
さ
れ
ま
す
。
こ
の
険
し
い
道
を
歩
む
に
は
、
心
身
共
に

健
全
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。

　
古
来
よ
り
「
健
全
な
る
精
神
は
、
健
全
な
る
身
体
に
宿
る
已

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
人
間
何
が
「
幸
福
」
か
と
い
え
ば
健

康
で
あ
る
こ
と
に
尽
き
る
と
思
い
ま
す
。
自
分
が
健
康
で
あ

卜

　　　　　　　　吉楽幸子さん

　　　　　　　　　　　　　（上山）

①自然に恵まれて良い所だと思います

　が雪が多く降るのが困りますね。

②静かで良い所だから住みたいと思い

　ますが、たぷん出ることになると思い

　ます。

③　若者が働ける場所が少ないので、企

　業誘致をもっと積極的にやってほしい。

④映画館や家族で買物を楽しめるデパ

　ートのようなものがあれば良いと思い

　ます。

一
、
責
任
感
を
持
つ
。
一
、
苦
し
さ
に
耐
え
る
。
一
、
ル
ー

ル
を
守
る
。
一
、
何
時
も
明
る
く
。
以
上
の
点
に
留
意
さ
れ

て
、
心
の
健
康
を
も
保
つ
な
ら
ば
こ
れ
か
ら
の
人
生
に
必
ず

役
立
つ
は
ず
で
す
。
簡
単
に
六
つ
の
事
を
列
挙
し
ま
し
た
が

言
う
は
易
く
行
う
は
難
し
と
言
わ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
実
践

す
る
に
は
、
な
か
な
か
難
し
い
事
柄
で
す
。
わ
た
し
自
身
も

種
々
の
ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
て
、
六
つ
の
事
柄
の
中
の
一
つ
で

も
二
つ
で
も
良
い
か
ら
、
そ
れ
に
近
づ
く
よ
う
に
努
力
し
て

い
る
心
算
で
あ
り
ま
す
が
、
五
十
五
年
間
の
人
生
で
、
な
か

な
か
意
の
ま
ま
に
な
ら
ず
、
切
歯
拒
腕
す
る
こ
と
度
々
で
す
。

慮
人
聖
観
し
て

る
時
に
は
、
さ
ほ
ど
健
康
に
関
し
て
は
無
関
心
で
あ
る
の
が

常
の
よ
う
で
す
。
健
康
の
す
ば
ら
し
さ
を
し
み
じ
み
と
感
じ

る
の
は
、
自
分
で
病
ん
で
み
な
け
れ
ば
、
理
解
で
き
な
い
も

の
と
思
わ
れ
ま
す
。
わ
た
し
自
身
が
体
験
し
て
い
る
の
で
あ

え
て
申
し
上
げ
ま
す
が
、
　
「
自
分
の
健
康
は
自
分
で
守
る
」

し
か
あ
り
ま
せ
ん
。

　
そ
の
た
め
に
は
、
ス
ポ
ー
ツ
で
常
に
若
さ
を
保
つ
と
い
う

こ
と
も
一
つ
の
手
段
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。
更
に
ス
ポ
ー
ツ

を
通
じ
て
、
一
、
礼
儀
を
重
ん
じ
る
。
一
、
相
手
を
尊
ぶ
。

中
里
村
剣
友
会
長
藤

中
里
村
テ
ニ
ス
協
会
長

田

博

今
後
も
生
涯
勉
強
の
一
つ
と
し
て
、
挑
戦
す
る
心
算
で
い
ま

す
。
新
潟
県
で
も
、
昭
和
五
十
五
年
か
ら
「
健
康
づ
く
り
運

動
」
を
積
極
的
に
展
開
中
で
す
。

　
平
易
な
言
葉
で
す
が
、
強
く
、
正
し
く
、
明
る
い
人
間
に

な
る
よ
う
相
互
に
助
け
合
い
、
励
ま
し
合
っ
て
、
中
里
村
の

発
展
と
日
本
の
繁
栄
の
た
め
に
が
ん
ば
ろ
う
で
は
あ
り
ま
せ

ん
か
。
新
成
人
の
皆
さ
ん
の
ご
健
康
と
ご
活
躍
を
祈
念
し
ま

し
て
、
ご
祝
詞
と
い
た
し
ま
す
。

　ξ
　（曾（・

寺ギ非十器寺非十十非非窒寺十韮非寺十非非寺十非非非十非非非非寺非非非寺非寺輩非4臼〔｝〔臼

　
成
人
式
の
記
念
講
演
で
は
、
曙
産
業
社

長
大
山
治
郎
氏
が
「
わ
が
人
生
」
と
題
し

て
講
演
さ
れ
ま
し
た
。

　
氏
は
講
演
の
中
で
「
仕
事
の
中
で
自
分

を
生
か
す
こ
と
が
一
番
必
要
な
考
え
方
だ

と
思
う
。
日
々
の
中
で
起
き
る
偶
然
を
偶

然
と
し
て
見
逃
す
こ
と
な
く
、
原
因
を
追

究
し
物
事
を
深
く
考
え
る
心
を
養
っ
て
ほ

し
い
。
ま
た
、
こ
れ
か
ら
の
時
代
に
は
、

柔
軟
な
考
え
方
が
必
要
で
す
。
わ
た
し
が

現
在
こ
う
し
て
い
ら
れ
る
の
は
、
多
く
の

人
た
ち
の
手
助
け
が
あ
っ
た
か
ら
だ
と
い

つ
も
感
謝
を
し
て
い
ま
す
。
お
互
い
が
誇

り
を
も
っ
て
生
き
、
胸
を
張
っ
て
自
分
の

人
生
を
語
ら
れ
る
よ
う
な
道
を
歩
ん
で
ほ

し
い
已
と
話
さ
れ
ま
し
た
。
新
成
人
は
、

大
山
氏
の
辛
く
悲
し
い
幼
少
時
代
の
思
い

出
と
現
在
の
会
社
を
築
く
ま
で
の
貴
重
な

体
験
談
に
一
心
に
耳
を
傾
け
て
い
ま
し
た
。

Nb．　33859．9．10とマ◎’広報噸（5）

退
戯
者
医
療
制
度

　
　
　
　
が
で
き
ま
し
た

　
国
民
健
康
保
険
の
加
入
者

（
被
保
険
者
）
で
、
厚
生
年
金

や
共
済
組
合
、
船
員
保
険
な
ど

か
ら
年
金
を
も
ら
っ
て
い
る
人

と
そ
の
扶
養
者
が
対
象
で
す
。

　
退
職
者
医
療
制
度
は
、
年
金

の
受
給
権
の
発
生
し
た
日
か
ら

六
十
九
歳
（
老
人
医
療
対
象
）

ま
で
の
間
の
医
療
制
度
で
す
。

こ
の
制
度
に
加
入
で
き
る
人

①
国
民
健
康
保
険
加
入
者

②
老
人
保
健
法
の
適
用
を
受
け

　
て
い
な
い
人

③
次
の
七
つ
の
年
金
制
度
か
ら

あ
ε
＄
＄
ε
＄
＄

》③⑳軸》》軸軸軸⑳鱒⑳⑳⑳⑳⑳軸⑳⑳⑳》》

老
齢
（
退
職
）
年
金
の
支
給
を

受
け
て
い
る
人
。
ま
た
は
、
四

十
歳
以
後
の
年
金
制
度
の
加
入

期
間
が
十
年
以
上
で
通
算
老
齢

（
退
職
）
年
金
を
受
け
て
い
る
人

（
た
だ
し
、
若
年
を
理
由
と
し

て
、
そ
の
全
額
に
つ
き
支
給
停

止
を
受
け
て
い
る
人
を
除
く
）

　
退
職
被
保
険
者
の

　
条
件
と
な
る
年
金
制
度

ω
厚
生
年
金
保
険
法

ω
恩
給
法
（
普
通
恩
給
）

＠
船
員
保
険
法

＠
国
家
公
務
員
等
共
済
組
合
法

㈲
地
方
公
務
員
等
共
済
組
合
法

㈲
私
立
学
校
職
員
共
済
組
合
法

←の

農
林
漁
業
団
体
職
員
共
済
組

　
合
法扶養

家
族
は

　
本
人
（
退
職
被
保
険
者
）
の

父
母
、
配
偶
者
（
内
縁
を
含
む
）

及
び
子
、
孫
、
弟
、
妹
な
ど
で

三
親
等
内
の
親
族
で
あ
っ
て
、

同
一
世
帯
に
属
し
て
い
て
、
主

と
し
て
退
職
被
保
険
者
に
よ
っ

て
生
計
を
維
持
さ
れ
て
い
る
人
。

り
』．’

…
）
）

『

隻
、

箱
癒
惇
籍
繁
　
　
，

　
尉
之
η
り
そ

年
金
受
給
権
の
発
生
し
た
日
で

す
。
年
金
受
給
権
が
発
生
し
ま

す
と
本
人
あ
て
に
年
金
証
書
が

送
ら
れ
て
き
ま
す
の
で
、
受
け

取
っ
た
ら
十
四
日
以
内
に
役
場

社
会
福
祉
課
国
保
係
へ
届
け
て

く
だ
さ
い
。

保
　
険
料

退
職
被
保
険
者
の
保
険
料
は

一
般
の
国
保
の
被
保
険
者
の
算

定
方
法
に
準
じ
て
行
わ
れ
ま
す
。

そ
し
て
、
そ
の
世
帯
単
位
に
賦

課
さ
れ
ま
す
。
一
つ
の
世
帯
に

一
般
の
被
保
険
者
と
退
職
被
保

険
者
の
い
る
場
合
は
、
両
方
の

合
計
額
を
世
帯
主
に
賦
課
し
ま

す
。

医
療
を
受
け
る
と
き
は

　
保
険
証
を
持
参
し
て
診
療
を

受
け
ま
す
。
そ
の
時
支
払
う
一

部
負
担
金
は
つ
ぎ
の
通
り
で
す
。

退
職
被
保
険
者
外
来
呂
二
割

　
　
　
　
　
　
入
院
呂
二
割

　
　
　
　
　
　
外
来
＆
三
割

扶
養
家
族

　
　
　
　
　
　
入
院
呂
二
割

　
詳
し
く
知
り
た
い
人
は
、
役

場
社
会
福
祉
課
国
保
係
ま
で
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

退
職
被
保
険
者
と
な
る
日

退
職
被
保
険
者
と
な
る
日
は

＄
ε
＄
＄
ε
＄
＄
ε
＄
面
φ
＄
審
6
φ
＄
6
ぐ
Φ
ぐ
φ
ぐ
6
φ
＄
ε
φ
や
φ
ぐ
φ
ぐ
φ
φ
ε
＄
薯
＄
ゆ
φ
6
φ
零
Φ
ぐ
Φ
ぐ
6
ぐ
φ
↑
6
φ
γ

　
　
　
中

蕪
定

　役場では、第3期山村振興農林漁業

対策事業計画を策定中です。この事業

は山村振興法に基づき、農林漁業の振

興、安定した就業機会の確保、生活環

境の整備、高齢者の生きがい対策等定

住条件を総合的に整備して山村地域の

振興を図るものです。

　第3期山振事業では、林道開設、ほ

場整備、集会施設等を計画し当村の振

興を図ります。

　第1期～2期で実施された事業。

＊倉俣生活改善センター建築

＊清津峡生活改善センター建築

＊大型防除機の導入（大原）

＊清田山ほ場整備

　第3期山振事業は、昭和60年度から

64年度までの5年間です。計画ができ

ましたら詳しくお知らせいたします。

斡碑碑婦紛船碑船碑斡紛幹㈹斡幹幹碑雑碑

知
恵
と
経
験
を

若
い
世
代
に

　
　
　
九
月
十
五
日
は
敬
老
の
日

爾
3
？
ツ
＄
零
あ
う
3
＄
3
＄
＄
3
3
＄
零
3
零
蓼
3
＄
3
3
3
3
3
零
3
＄
3
3
零
＄
3
＄
3
3
3
零
3
3
＄
＄
＄
晃

緩
欝
う

　
お
年
寄
り
に
は
、
長
い
人
生

体
験
か
ら
か
ち
得
た
尊
い
知
識

と
技
能
、
豊
富
な
体
験
が
あ
り

ま
す
。
こ
の
こ
と
を
、
お
年
寄

り
は
も
ち
ろ
ん
周
囲
の
人
も
忘

れ
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
こ
の
豊

富
な
知
識
や
技
能
は
人
に
与
え

て
初
め
て
価
値
が
生
ま
れ
る
と

い
っ
て
も
過
言
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。　
お
年
寄
り
が
自
分
の
知
識
や

技
術
を
「
た
い
し
た
こ
と
は
な

い
」
と
思
っ
て
い
て
も
、
周
り

の
人
か
ら
見
れ
ば
価
値
の
あ
る

こ
と
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
家
庭

や
社
会
で
大
い
に
こ
う
し
た
力

を
発
揮
し
ま
し
ょ
う
。

繧
欝
罫

　
当
村
の
全
世
帯
の
七
割
が
農

家
と
い
う
こ
と
も
あ
っ
て
、
お

年
寄
り
の
家
庭
内
で
の
仕
事
は

比
較
的
多
く
あ
り
ま
す
。
ま
た

最
近
は
、
夫
婦
共
稼
ぎ
が
多
く

孫
の
世
話
な
ど
も
お
年
寄
り
に

任
せ
て
い
る
例
が
多
く
見
受
け

ら
れ
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
に
家
庭
内
で
お
年

寄
り
の
仕
事
が
あ
る
と
い
う
こ

と
は
、
お
年
寄
り
の
孤
独
感
や

無
益
感
を
遠
ざ
け
生
き
が
い
に

つ
な
が
り
ま
す
。
家
庭
の
中
で

お
年
寄
り
に
仕
事
分
担
を
し
、

家
族
の
一
員
と
し
て
大
い
に
活

躍
し
て
も
ら
い
ま
し
ょ
う
。

講
拶
剖

　
生
活
文
化
の
向
上
と
と
も
に

お
金
の
必
要
な
時
代
に
な
っ
て

い
ま
す
。
だ
れ
も
が
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
活
動
や
環
境
美
化
運
動
な

ど
に
参
加
し
た
方
が
良
い
と
考

え
て
い
て
も
、
現
実
は
忙
し
さ

に
ま
ぎ
れ
て
で
き
な
い
の
が
実

状
の
よ
う
で
す
。
そ
こ
で
現
役

を
退
り
ぞ
い
た
お
年
寄
り
の
出

番
で
す
。

　
お
年
寄
り
た
ち
が
、
若
い
人

た
ち
の
模
範
と
な
っ
て
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
な
ど
を
積
極
的

に
推
進
し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま

す
。
そ
し
て
そ
れ
を
生
き
が
い

に
結
び
つ
け
充
実
し
た
日
々
を

送
っ
て
ほ
し
い
も
の
で
す
。

　
　
　
◇
　
　
◇
　
　
◇
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畠
田
㊧
衝

老
人
福
祉
大
会
の

　
　
　
お
知
ら
せ

　
恒
例
の
老
人
福
祉
大
会
が
次

の
通
り
開
催
さ
れ
ま
す
の
で
、

お
お
ぜ
い
の
参
加
を
願
い
ま
す
。

★
日
　
時

　
九
月
十
五
日
　
午
前
十
時
～

★
場
　
所

　
田
沢
中
学
校
体
育
館

★
対
象
者

　
大
正
四
年
三
月
三
十
一
日
以

　
前
に
生
ま
れ
た
人
。

交
通
事
故
相
談
所
の

　
　
　
　
ご
利
用
を

　
　
　
交
通
事
故
の
被
害
や
加
害
者

　
　
で
、
損
害
賠
償
な
ど
で
適
正
な

　
　
解
決
が
で
き
ず
に
困
っ
て
い
る

管
方
に
・
専
門
の
相
談
員
や
弁
護

㊧
士
が
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。

細
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
．

㊥
★
長
岡
湘
談
所

　
　
　
長
岡
総
合
庁
舎
一
階

　
　
君
〇
二
五
八
－
三
八
－
二
六
六
五

か
も
消
防
署
の
職
員
で
あ
る
か

の
よ
う
な
ふ
る
ま
い
や
、
一
般

家
庭
に
も
消
火
器
の
設
置
や
点

検
の
義
務
が
あ
る
よ
う
に
言
っ

て
、
お
年
寄
り
な
ど
に
売
り
つ

け
て
い
る
ケ
ー
ス
で
す
。

一
、
一
般
家
庭
で
あ
っ
て
も
、

　
消
火
器
を
設
置
し
、
点
検
す

　
る
二
と
が
望
ま
し
い
の
で
す

　
が
、
消
防
法
に
よ
る
義
務
は

　
あ
り
ま
せ
ん
。

二
、
消
防
署
職
員
は
、
消
火
器

　
の
販
売
及
び
点
検
は
行
っ
て

　
い
ま
せ
ん
。

　
も
し
、
近
く
に
こ
う
し
た
業

者
が
入
っ
て
き
ま
し
た
ら
隣
近

所
で
連
絡
し
合
っ
て
被
害
に
あ

わ
な
い
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

新
潟
県
職
員
採
用

中
級
・
初
級
試
験
の
案
内

と◎’マ広報噸
（7）

★
受
付
期
間

　
九
月
三
日
～
九
月
二
十
二
日

★
第
一
次
試
験

　
十
月
二
十
一
日

★
受
験
資
格

　
年
齢
…
中
級
”
昭
和
三
十
三

　
年
四
月
二
日
～
昭
和
四
十
年

　
四
月
一
日
ま
で
に
生
ま
れ
た

　
人
。
初
級
”
昭
和
三
十
八
年

　
四
月
二
日
～
昭
和
四
十
二
年

　
四
月
一
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人
。

★
試
験
職
種
　
採
用
予
定
人
員

　
＊
中
級

　
農
業
改
良
普
及
員
　
　
五
人

明
，
，
，
」
紡
0
勤
き
「
，
，
，
ノ

一ロー一■■■■一一一■■ロー一一’
『
一
一
一
肝
“
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
ー
1
一
一
』

★
移
動
相
談
所

　
毎
月
一
回
、
十
日
町
市
役
所

　
　
行
事
予
定
表
に
掲
載
し
て

　
あ
り
ま
す
。

消
火
器
の

訪
問
販
売
に
ご
注
意
を

　
消
火
器
の
訪
問
販
売
に
よ
る

被
害
が
頻
発
し
て
い
ま
す
。

　
そ
の
手
口
と
し
て
は
、
あ
た

★
国
鉄
信
濃
川
発
電
所
増
強

　
計
画
説
明
会

　
信
濃
川
発
電
所
増
強
計
画
に

関
係
す
る
貝
野
地
区
の
各
集
落

で
、
国
鉄
側
か
ら
工
事
概
要
の

説
明
会
が
も
た
れ
ま
し
た
。

　
村
で
は
、
集
落
ご
と
に
対
策

委
員
会
を
設
置
し
、
要
望
を
取

り
ま
と
め
て
い
た
だ
く
考
え
で

す
。
集
落
ご
と
に
提
出
さ
れ
た

要
望
書
を
更
に
村
の
対
策
委
員

会
で
検
討
し
、
要
望
事
項
を
取

り
ま
と
め
て
、
国
鉄
に
申
し
入

れ
る
予
定
で
す
。

★
北
越
急
行
㈱
創
立
総
会

　
　
　
　
　
　
　
北
越
北
線

生
活
改
良
普
及
員
　
　
一
人

栄
養
士
　
　
　
　
　
　
一
人

診
療
放
射
線
技
師
　
　
一
人

臨
床
検
査
技
師
　
　
　
三
人

＊
初
級

　
一
般
事
務
A
　
　
　
若
干
人

　
一
般
事
務
B
　
　
　
若
干
人

警
察
事
務
B
　
　
　
　
二
人

交
通
巡
視
員
　
　
　
　
三
人

農
業
改
良
普
及
員
等
は
、
資

格
が
必
要
で
す
。
詳
し
く
は
、

新
潟
県
人
事
委
員
会
事
務
局

a
O
二
五
二
－
二
三
－
五
五
一

第
三
セ
ク
タ
ー
「
北
越
急
行
㈱
」

の
創
立
総
会
が
新
潟
市
の
イ
タ

リ
ア
軒
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　
総
会
に
は
、
沿
線
十
七
市
町

村
長
と
新
会
社
に
出
資
を
決
め

た
十
三
団
体
・
民
間
企
業
が
出

席
し
ま
し
た
。
新
会
社
の
社
長

に
は
、
君
知
事
が
就
任
し
、
副

社
長
に
は
、
十
日
町
市
長
、
上

越
市
長
、
金
子
副
知
事
が
就
任

し
ま
し
た
。
中
里
村
の
出
資
金

は
百
万
円
で
す
。
今
後
は
同
線

沿
線
の
産
業
あ
る
い
は
観
光
等

の
振
興
策
に
取
組
み
地
域
開
発

振
興
計
画
の
策
定
を
検
討
す
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。

一層■■一一一8■一一■口層磨一一一

恩
給
の
加
算
改
定

請
求
は
お
済
で
す
か

　
昭
和
四
十
八
年
十
月
一
日
以

前
に
恩
給
を
裁
定
さ
れ
た
人
で

ま
だ
、
加
算
年
算
入
の
請
求
手

る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
Q

三
、
被
害
申
告
の
あ
っ
た
水
田

に
つ
い
て
は
、
坪
刈
り
を
す
る

場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
了
承

く
だ
さ
い
。

続
き
を
し
て
い
な
い
人
は
、
退

職
当
時
に
つ
と
め
て
い
た
役
所

（
旧
軍
人
関
係
の
人
は
本
籍
地

〔
終
戦
時
〕
の
あ
る
都
道
府
県

の
旧
軍
人
恩
給
担
当
課
）
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

　
旧
軍
人
普
通
恩
給
の
場
合
は
、

次
の
証
書
記
号
番
号
の
も
の
で

す
（
再
交
付
の
場
合
を
除
く
）
。

（
記
号
）
　
　
（
番
号
）

　
り
い
　
　
八
〇
七
三
三
六
号
以
前

　
り
い
長
　
　
五
四
〇
四
八
号
以
前

　
詳
し
く
は
社
会
福
祉
課
ま
で

繍
　
　
豪
雪
に
よ
る
遅
れ
は
、
好
天

　
　
に
恵
ま
れ
た
こ
と
と
、
皆
さ
ん

　
　
の
努
力
に
よ
り
取
り
戻
し
平
年

　
　
を
上
回
る
稲
姿
と
な
っ
て
い
ま

　
　
す
。

　
　
　
被
害
に
つ
い
て
は
、
若
干
の

　
　
イ
モ
チ
や
干
ば
つ
等
が
あ
っ
た

　
　
程
度
で
す
。
も
う
一
歩
の
努
力

凹
を
お
願
い
し
ま
す
．

㊧
水
稲
被
害

細
申
告
の
お
知
ら
せ

㊨
三
割
以
上
の
減
収
見
込
み
の

　
　
被
害
田
で
、
お
お
よ
そ
十
督
当

　
　
た
り
「
五
俵
」
以
下
と
思
わ
れ

難
　
　
る
水
田
が
対
象
で
す
。
被
害
申

　
　
告
用
紙
は
、
共
済
連
絡
員
の
と

　
　
こ
ろ
に
あ
り
ま
す
の
で
、
一
筆

　
　
毎
に
記
入
し
、
期
日
ま
で
に
連

　
　
絡
員
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
　
※
注
意
事
項

　
　
一
、
損
害
評
価
野
帳
の
※
印
の

所
を
必
ず
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

二
、
被
害
用
の
立
札
は
、
必
ず

現
地
に
た
て
、
遠
く
か
ら
わ
か

A　　　〔’：む

聡馨。醗羅灘鞭製　辮

一※絡毎こ告るた被　　　　　　　を程イ　　すを

藤器罎齢論麟継霧。尚
蒲観離撫哩罐曽新罷価　　し　’ま共象一おの　お口　まもばい　　姿
野　　て期す済で以お減　知　　　すうって　　と
帳　　く　日の連す下よ収　　ら　　　。一等』匡　　な
の　　だまで絡　oとそ見　せ　　　　歩が　　　　つ
※　　さで　’員被思十込　　　　　　　のあ若　　て
印　　いに一の害わルTみ　　　　　　努っ干　　い
の　　○連筆と申れ当の　　　　　　力たの　　ま

　　　　水稲損害評価日　程

7　　　v

　6

計白
謄翻雛

》
（

　お、　しび
　ああ
0　曾ち
●　　や

　ん 　　　　実施日
地　区

第1回目 第2回目
〃

菰
　
〆
　
！

連絡員への

申告〆切
村抜取
調　　査

連絡員への

申告〆切
村抜取
調　　査

貝野地区 9月7日 9月12日 9月17日 9月22日
しス始
みわ
つll
～←’
望ヒ

老

、　　で

♂

　ノ

　1『1

骨

田沢地区
高道山地区
（たか羽除く）

西方西田尻

倉農地区及び牧畑

9月10日 9月17日

9月19日

芋沢、田沢

東田沢

豊　里

9月22日

9月27日

9月29日

？

ざ
ク
し
伍
の
　
　
，

どし
うみ
㌧　＝

さ　1　　　　　　　一

づ　　　　　　　〉
ン
　
　
雌 1伸

＞

　清津峡地区
（西方西田尻除く）

清津川右岸パイロ・ソト

地区及びたか羽

9月16日 9月22日 9月27日 10月4日

程水稲損害評価日

　
停
電
の
お
知
ら
せ

★
九
月
二
十
一
日

　
午
前
十
二
時
～
午
後
四
時
ま
で

　
上
山
、
田
中
、
山
崎
の
一
部

　
桂
、
小
原
、
干
溝
の
全
部

　　　　　　　　　　　　議　　　　　　　　　饗　　　　　　懲

騨鷺

／
村の歴史

　揮α3

天保の飢鰭

扇

この作品は山田まゆみさんの協力で

掲載しています。

　
ど
ん
な
大
飢
饒
の
年
で
も
旧

暦
の
三
月
に
な
れ
ば
野
山
が
緑

に
な
り
何
と
か
食
い
つ
な
げ
る

の
で
す
。
雪
深
い
魚
沼
地
方
で

は
一
と
月
遅
れ
で
考
え
れ
ば
い

い
で
し
ょ
う
。
天
保
八
年
は
一

月
か
ら
二
月
、
三
月
に
か
け
、

餓
死
人
が
続
出
し
て
い
た
の
で

す
。
手
を
撲
い
て
い
る
だ
け
で

は
、
明
日
は
自
分
の
番
に
な
る

わ
け
で
す
。

　
田
沢
の
人
々
が
中
心
に
な
っ

て
お
こ
し
た
一
揆
も
漸
く
雪
が

消
え
た
三
月
十
七
日
で
し
た
。

仙
太
郎
は
、
二
月
、
三
月
と
次

第
に
迫
る
一
家
の
飢
餓
を
思
う

と
、
こ
の
ま
ま
時
を
待
っ
よ
り

同
じ
苦
難
の
小
前
、
水
呑
に
呼

び
か
け
、
大
勢
集
ま
れ
ば
何
と

か
な
ろ
う
と
淡
い
光
を
求
め
て

一
案
を
考
え
ま
し
た
。
こ
れ
は

米
穀
の
値
を
下
げ
る
よ
り
外
、
解

決
し
な
い
の
で
は
な
い
か
と
…
。

　
早
速
彼
は
、
廉
価
米
入
手
に

つ
い
て
無
名
の
回
状
を
し
た
た

め
林
八
へ
渡
し
た
の
で
す
。
三

月
十
七
日
地
蔵
野
へ
の
集
合
を

呼
び
か
け
た
回
状
は
枝
郷
村
々

難　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む

雛
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
励

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
に

灘
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
醐
練

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
蹄
　
引
”

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
，
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
え

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
備

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
に

繍
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

慧
　
　
　
　
　
　
　
讐

　
十
日
町
地
域
広
域
事
務
組
合
は
、
十
日
町
市
、
津

南
町
、
川
西
町
、
中
里
村
が
資
金
を
出
し
合
っ
て
広

域
的
に
消
防
活
動
、
と
畜
場
、
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
（
御
陣
荘
）
の
各
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

中
里
村
の
分
担
金
は
七
千
三
百
七
十
七
万
円
に
お
よ

ん
で
い
ま
す
。
今
回
は
、
昭
和
五
十
八
年
度
一
般
会

計
決
算
の
概
略
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

58年度決算　　　　　　　　一般会計（万円）

1
一
分
担
金
及
び
負
担
金
　
五
億
九
五
六
九

歳入6億7031万円 歳出6億4504万円
〔　十日町市

　　2億91749
　　　　（50．0％）

繰
越
金
；
五
二
九

消
防
費
六
億
π
三
〇
四

常備消防費

3億8，775
　　　（60．1％）

川西町
9，／18（15。3％）

津南町

1億3，419
　　　（22．5％）

非常消防費

1億582
　　　　（16．4％）

中里村

2鯉」2。2％）
消防施設費
／億／，947（18．5％）

国庫支出金2，668（4％1
公債費　1，978（3．1％）

そ　の　他4，794（7，2％） その他　1，222（1．9％

を
か
け
廻
り
、
つ
い
に
地
蔵
野

に
は
あ
ふ
れ
ん
ば
か
り
の
人
人

人
…
…
が
集
ま
り
ま
し
た
。
何

く
わ
ぬ
顔
で
同
志
入
り
し
た
仙

太
郎
は
早
速
意
中
を
八
右
衛
門

他
へ
、
ま
ず
隣
郷
大
田
島
の
米

穀
商
へ
か
け
合
う
事
を
提
案
し

ま
す
。
そ
し
て
、
万
一
不
承
知

の
手
筈
を
整
え
て
地
蔵
野
を
出

発
し
ま
し
た
。

　
磯
兵
衛
さ
ん
は
手
広
く
米
穀

商
を
営
む
か
た
わ
ら
無
株
の
酒

造
業
経
営
者
で
し
た
。
一
方
仙

太
郎
は
茶
屋
を
し
、
磯
兵
衛
さ

ん
の
酒
を
売
り
な
が
ら
の
小
前

百
姓
で
し
た
。
そ
し
て
そ
の
頃

は
酒
代
金
が
滞
り
、
田
畑
も
多

く
磯
兵
衛
さ
ん
方
へ
質
入
し
て

い
た
の
で
す
。

　
数
百
人
と
も
い
わ
れ
る
群
衆

は
気
勢
も
高
く
、
路
次
で
加
わ

る
人
も
入
れ
て
ふ
く
れ
上
が
り
、

だ
れ
も
制
止
す
る
術
は
な
い
程

で
し
た
。
当
時
田
沢
村
の
庄
屋

は
水
沢
村
の
孫
左
衛
門
で
し
た
。

　
磯
兵
衛
さ
ん
方
へ
到
着
し
た

徒
党
群
衆
が
、
ど
う
掛
け
合
っ

た
か
は
定
か
で
は
あ
り
ま
せ
ん

し
、
磯
兵
衛
さ
ん
が
ど
う
対
応

し
た
か
も
知
る
由
も
あ
り
ま
せ

ん
が
、
同
人
宅
を
打
ち
こ
わ
し

乱
暴
を
し
た
の
で
す
。
と
も
あ

れ
、
こ
の
騒
動
で
米
価
は
多
少

引
き
下
が
っ
た
と
い
わ
れ
て
い

　
ま
す
。

　
　
　
村
史
編
さ
ん
専
門
委
員

　
　
　
　
須
藤
重
夫
（
下
条
小
教
頭
）

市町村名 回数

十日町市 756

川西町 163

津南町 235

中里村
？2

管轄外 25

救
急
出
動
状
況

騒

叢講膨ハ
、
、
《
亀
臨
く
2
5
』
望
o
ミ

出動機関 出動回数

消防本部署 130
十日町市消防団 29
川西町消防団 47
津南町消防団 65
中里村消防団 6

特
別
会
計

会計名 歳入 歳出 差引

総合福祉センター 1，706 1，565 141

と畜場事業 3，384 3，101 283

合　計 5，090 4，666 424
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も
藪
餌

顎鳶⑳謎驚情
報
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い

お
年
寄
り
や

　
　
障
害
者
と
税
金

　
お
年
寄
り
や
、
社
会
的
、
経

済
的
に
弱
い
立
場
に
あ
る
心
身

に
障
害
の
あ
る
人
に
対
し
て
は

税
金
面
で
い
ろ
い
ろ
な
特
典
が

あ
り
ま
す
。

　
ま
ず
、
お
年
寄
り
に
つ
い
て

は
、
例
え
ば
年
齢
が
六
十
五
歳

以
上
で
所
得
金
額
が
一
〇
〇
〇

万
円
以
下
の
人
は
、
所
得
税
を

計
算
す
る
と
き
、
次
の
二
つ
の

控
除
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

①
老
年
者
控
除
　
所
得
金
額
か

ら
二
十
五
万
円
を
控
除

②
老
年
者
年
金
特
別
控
除
　
国

民
年
金
な
ど
の
公
的
年
金
や
恩

給
の
収
入
金
額
か
ら
七
十
八
万

円
を
控
除

　
一
方
、
心
身
に
障
害
の
あ
る

人
な
ど
は
、
所
得
税
や
相
続
税

な
ど
に
障
害
者
控
除
が
あ
り
ま

す
。
　
詳
し
く
は
、
税
務
課
ま
で

　
　
　
亀
峯

、
㍉
鰯

嶺拗の晒窃窃
　七ツ釜の駐車場から林道田代線

を3㌔ほど入った所にヲリトの滝

があります。この林道田代線は、

湯沢から開設している高石林道と

つながり、更に小松原林道ともつ

ながります。この一帯は、広葉樹

林など美しい景観が楽しめ壮大な

レクリェーション基地の建設が可

能な地域です。

暢

方言タ代れ

　　　　　　一
はたきおった……ころがって落ちた

はぢけんな………しつぱいするな

はっこい…………つめたい

ノ3ミちゃる…………すてる

、S・んだける………からがる

ほぐす……………とく

へっと……………ばか

へっける…………すねる

べえつりっこ……とりあい
「方言の研究」から清津峡（小）土倉分校作

地
域
の
連
帯
を
深
め
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
倉
俣
集
落
運
動
会

　
豪
雪
で
沈
滞
ム
ー
ド
を
吹
き

飛
ば
そ
う
と
倉
俣
集
落
で
運
動

会
が
開
か
れ
ま
し
た
。
倉
俣
集

落
で
運
動
会
が
行
わ
れ
た
の
は

昭
和
四
十
七
・
八
年
に
明
る
い

村
づ
く
り
地
区
に
指
定
さ
れ
た

際
実
施
し
て
以
来
十
一
年
ぶ
り

で
す
。

　
八
月
二
十
五
日
、
倉
俣
小
中

学
校
グ
ラ
ン
ド
に
約
三
百

　
　
　
　
　
、

人
が
集
ま
り
　
紅
自
に
分

か
れ
て
、
土
ぼ
こ
り
を
巻

き
上
げ
な
が
ら
熱
戦
を
繰

り
広
げ
ま
し
た
。

　
選
手
も
さ
る
こ
と
な
が

ら
応
援
団
も
必
至
で
「
赤

勝
て
○
○
○
○
の
父
ち
ゃ

ん
ガ
ン
バ
レ
」
と
黄
色
い

声
援
が
飛
び
交
い
ま
し
た
。

参
加
し
た
婦
人
た
ち
は
、

　
「
や
る
ま
で
は
い
や
だ
と

思
っ
た
け
ど
、
や
っ
て
み

る
と
楽
し
い
ね
」
「
運
動
会
な
ん

て
十
年
ぶ
り
ど
ー
」
と
、
す
っ
か

り
運
動
会
の
主
役
に
な
っ
て
い

ま
し
た
。
勝
利
は
白
組
に
輝
き

ま
し
た
。
運
動
会
の
終
了
後
は
、

懇
親
会
が
行
わ
れ
集
落
内
の
コ

ミ
ユ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
深
ま
り

「
来
年
も
や
り
た
い
」
と
い
う

声
が
多
く
聞
か
れ
ま
し
た
。
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善
意
を
あ
り
が
と
う

　
社
会
福
祉
協
議
会
へ
次
の
善

意
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

◎
香
典
返
し

　
白
羽
毛
　
高
野
広
正
二
万
円

コ
ン
バ
イ
ン
の
操
作

　
　
　
　
　
気
を
つ
け
て

　
収
穫
の
秋
を
迎
え
ま
し
た
。

稲
刈
が
始
ま
り
ま
す
が
、
農
作

業
機
械
の
運
転
に
十
分
注
意
し

て
く
だ
さ
い
。

　
毎
年
こ
の
時
期
に
な
り
ま
す

と
、
コ
ン
バ
イ
ン
の
移
動
の
際

の
横
倒
事
故
や
カ
ッ
タ
i
部
に

手
を
巻
き
込
ま
れ
る
事
故
が
発

生
し
ま
す
の
で
十
分
注
意
を
し

て
く
だ
さ
い
。
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▲二の右後方にゲートボール場を

花
壇
と
広
場
の
整
備

　
新
屋
敷
の
老
人
ク
ラ
ブ
で
は

墓
地
の
清
掃
と
花
壇
の
手
入
れ

を
し
て
い
ま
す
。
こ
の
ほ
ど
墓

地
の
脇
に
あ
る
小
杉
林
を
整
備

し
て
、
憩
の
広
場
を
作
り
ま
し

た
。
会
長
の
阿
部
安
栄
さ
ん
は

「
こ
こ
で
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
を
や

っ
て
み
た
い
」
と
は
り
き
っ
て

い
ま
す
。わ

ヵ

「

ア
キ
缶
わ
た
し
た
ち
拾
う
人

清
津
峡
地
区
老
人
ク
ラ
ブ

　
地
元
に
清
津
峡
を
か
か
え
る

清
津
峡
地
区
老
人
ク
ラ
ブ
三
栄

会
（
会
長
山
本
森
治
）
は
、
清

津
峡
を
訪
ず
れ
た
人
た
ち
に
良

い
印
象
を
持
っ
て
い
た
だ
こ
う

と
、
去
る
八
月
二
十
九
日
、
道

路
の
ゴ
ミ
拾
い
を
行
い
ま
し
た
。

　
ゴ
ミ
拾
い
を
し
た
の
は
、
清

津
峡
ト
ン
ネ
ル
か
ら
清
津
峡
温

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
嘱〆＾

　
泉
ま
で
の
約
二
・
五
嵯
で
す
。

　
こ
の
日
は
、
二
十
人
の
お
年
寄

　
り
が
参
加
し
、
三
班
に
分
か
れ

　
て
行
い
、
清
津
峡
温
泉
に
集
ま

　
り
ま
し
た
。
集
め
ら
れ
た
ゴ
ミ

　
は
大
き
な
ナ
イ
ロ
ン
袋
に
十
袋

　
以
上
に
な
り
、
参
加
し
た
お
年

　
寄
り
た
ち
も
、
も
の
す
ご
い
ゴ

　
ミ
の
量
に
驚
い
て
い
ま
し
た
。

　
　
三
栄
会
は
、
神
社
の
清
掃
も

に
泉
積
極
的
に
や
っ
て
お
り
、
地
区

温撰
の
人
た
ち
に
喜
ば
れ
て
い
ま
す
。

津
　
参
加
し
た
お
年
寄
り
た
ち
は

清は
　
「
思
っ
た
よ
り
も
多
い
ね
」
、

後た
　
「
ガ
ケ
の
下
に
は
も
っ
と
あ
る

し
ね
ー
」
と
言
い
な
が
ら
「
ゴ
ミ

と
二
は
持
ち
帰
っ
て
ほ
し
い
」
と
話

凡
し
て
い
ま
し
た
。
み
ん
な
で
、

し
▲
ゴ
ミ
は
持
ち
帰
り
ま
し
ょ
う
。

○
’マ

0
一
｝一qげ一

一

ん（貝野小）

母いガ水メ会
さまマ泳ドで今
～すンのレ百年
びoし練i屏の
r練て習でク村
ノ習休の一ロ内
まにまと位i小
う出なきにル学
hるいはなと校
てとよ ’り七親
二きう疲ま十善

≧1晦聾騎
とおても　。人大

　
　
オ
ヤe
．

泥
～

㌧

歩く
一
樋口

水
泳
の
飛
び
込
み
は
と
て
も
気
持
が

良
く
好
き
で
す
。
中
学
に
進
ん
だ
ら

野
球
部
に
入
り
練
習
を
重
ね
、
高
校

夢
で
す
・
　
　
　
　
　
　
｝

母
さ
ん
が
「
し
ぼ
ら
れ
て
こ
い
」
と
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ψ

励
ま
し
て
く
れ
ま
す
。
僕
が
勝
っ
て
｝

帰
る
と
と
て
も
喜
ん
で
く
れ
ま
す
．
～

に
入
っ
て
甲
子
園
に
出
場
す
る
の
が
’

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

孟
盛大だった仮装・民謡流し

　干溝集落では、8月25日の夏まつり

に青年会が中心となって、仮装・民謡

流しを行いました。トラクターを飾り

付けたこだし妻を先頭に約300㍍民謡流

しを行った後、鎮守様境内で仮装大会

の発表が行われました。七福神やハワ

イアン娘など見事に変身し、観客から

惜しみない拍手が送られました。

　
小
松
原
の
野
菜
出
荷
が
最
盛
期
で
す
。

今
年
は
天
候
が
良
か
っ
た
の
で
、
今
ま
で
・

に
な
い
上
質
の
ダ
イ
コ
ン
や
キ
ャ
ベ
ツ
が

と
れ
て
い
ま
す
。
倉
俣
の
野
菜
出
荷
場
に

よ
、
毎
日
ダ
イ
コ
ン
が
千
四
百
箱
以
上
も

持
ち
込
ま
れ
活
況
を
呈
し
て
い
ま
す
。

　
小
松
原
で
は
、
ダ
イ
コ
ン
　
キ
ャ
ベ
ツ

の
外
に
イ
チ
ゴ
　
ホ
ウ
レ
ン
草
、
白
菜
、

レ
タ
ス
、
ニ
ン
ジ
ン
、
ス
カ
シ
ユ
リ
な
ど
．

が
試
作
さ
れ
て
い
ま
す
。
ホ
ウ
レ
ン
草
、
イ

チ
ゴ
　
白
菜
は
と
て
も
有
望
視
さ
れ
て
い
。

ま
す
。
今
年
度
で
農
地
造
成
工
事
が
終
了
、

し
三
十
諺
の
農
地
す
べ
て
が
完
成
し
ま
す
。
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膣やりまつり

▲地域作りはコミュニティーから▲宝さがしはまだかな

　
盆
の
十
五
日
　
清
田
山
自
然
運
動
公
園

で
公
園
ま
つ
り
が
開
か
れ
都
会
か
ら
の
帰

省
客
な
ど
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。
こ
の
公

園
ま
つ
り
は
、
管
理
組
合
が
中
心
と
な
っ

て
実
施
し
て
い
ま
す
が
　
集
落
の
全
戸
の

強
力
な
支
援
が
あ
り
ま
す
。

　
今
年
も
　
宝
さ
が
し
　
ニ
ジ
マ
ス
釣
り

つ
か
み
ど
り
　
ス
イ
カ
割
り
な
ど
た
く
さ

ん
の
催
し
を
企
画
し
　
訪
ず
れ
た
人
に
喜

ば
れ
ま
し
た
。
こ
の
公
園
も
オ
ー
フ
ン
三

年
目
に
入
り
順
調
に
お
客
が
増
え
て
い
ま

す
が
　
み
な
さ
ん
か
ら
も
っ
と
P
R
し
て

ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。


